
株式会社豊電子工業（以下、豊電子）は、メカトロニクス技術を活かして1979年からロボットシステム
の製造と販売を行っている。豊電子の手がけるロボットシステムは、顧客の要望に応じて、自動車、航空
機、物流、建設機械など幅広い業界の製造ラインを自動化することが特徴だ。また、近年ではバッテリー
製造に不可欠なリークテスターの製造も行っている。

製品の種類は多く、顧客の要望も多様な中で、豊電子はデジタルツインという技術を使い、製造ラインを
バーチャル空間で構築し、さまざまな検証を行ったうえで、顧客に最適な製造ラインを提案している。

EV化の流れが加速するのと歩調を合わせて、ものづくりに大きな変化が起きている中、豊電子は先進的な
製造ラインの構築を通じて世界No.1のシステムエンジニアリングメーカーを目指している。

株式会社豊電子工業
3DEXPERIENCEを活用した
バーチャルコミッショニングに
より設置、サポートのコストと
納期の削減を実現



豊電子では、顧客の要望をヒアリングし、最適な製造ライ
ンを提案している。必要となる周辺機器を設計・製造し、
ロボットと組み合わせて、顧客の工場で適切に動作するか
を検証し、インストールする。顧客の業種は多種多様にわ
たるので、製造ラインに与えられる条件は大きく変わる。
製造ラインの設計には、ラインの周辺環境、ロボットシス
テムが必要とする空間、自動搬送装置のタイミングなど、
多くの条件を想定して設計する必要があるため、詳細に設
計しても実際に動作させてみるとうまく行かないことが多
くあったという。

リアル空間での手直しを最少化するため、製造ラインをバ
ーチャル空間に再現し、条件を与えて動作させ、問題点を
チェックするバーチャルコミッショニングの手法を導入し
た。設計、動作シミュレーション、組立などの各工程の間
でデータを連携することにより、バーチャル空間での製造
ラインの再現をスムーズに進めることができた。

バーチャルのメリットをうまく使いながら、顧客の求める
製造ラインをリアル空間で実現する。ここに豊電子が追い
求めるシステムエンジニアリングメーカーの姿がある。

3DEXPERIENCE DELIMIAで製造ラインの 
動作を検証

3DEXPERIENCE SOLIDWORKSと3DEXPERIENCE DELMIAを導
入した効果について、松尾氏は以下のように語っている。

バーチャルコミッショニングにより、設計の妥当性を
事前チェック
「以前から周辺機器の設計にSOLIDWORKSを使っていました
が、ロボットの動作検証にはロボットの動作プログラムを使
っていました。ロボットと周辺機器を組み合わせて動作検証
するには、SOLIDWORKSからデータをエクスポートし、ロボ
ットの動作プログラムにインポートして動作を検証し、不具
合があればそのデータをSOLIDWORKSに再度エクスポートす
るというように、かなり手間がかかっていました。

1年ほど前から3DEXPERIENCEのSOLIDWORKS用のロールと
3DEXPERIENCE DELMIAを導入し、設計データを使って、バ
ーチャルの工場環境を作り、動作検証できるようになりま
した。データ連携は非常にスムーズなので、想定したとお
りにロボットが動作するかなどの検証が素早くできます。

プ ロ ジ ェ ク ト ご と に デ ー タ が ま と ま っ て い る の で デ ー
タ の イ ン ポ ー ト ／ エ ク ス ポ ー ト な ど の 手 間 が な く な
り、3DEXPERIENCEを導入する前に比べると、2~3割は工数
が削減できていると感じています。また、進捗状況もプロジ
ェクトごとに把握できるので、共同作業が楽になりました」

離れた拠点間でデータを共有し、共同作業やリモート
メンテナンスを実現
「クラウド上で連携できるシステムなので、離れた拠点間
でも同じデータを取り扱えます。弊社は海外拠点が多いの
で、データを共有して同時に作業を進められるのは大きな
メリットです。

弊社では展示会にロボットなどを出展することがあります
が、その立ち上げ作業は現場で夜遅くまでかかることが通例
でした。ところが、展示会場と設計の2か所で出展したロボ
ットをモニタリングしながら立ち上げ作業を行ったところ、
あっという間に終わってしまったことがありました。データ
を共有して拠点間で連携するメリットを肌で感じました」

「3DEXPERIENCE SOLIDWORKS
と3DEXPERIENCE DELMIAを
導入することで、バーチャル
な工場環境でロボットと周辺
機器の動作を検証できるよう
になりました」

-株式会社豊電子工業 SI技術部 
加工技術開発室 兼 

エアロ・スペースPJ 主担当員　松尾氏

課題：
ロボットシステムの設計、作図、シミュレーショ
ン工程をスムーズに連携させ、設計の妥当性を早
い段階でチェックしたい。

ソリューション：
•	 3DEXPERIENCEを導入し、データの受け渡しを
プロジェクト単位でできるため、データを探す
必要がなくなり、データ連携がスムーズになっ
た。
•	 3DEXPERIENCE SOLIDWORKSと3DEXPERIENCE 
DELMIAを連携させ、バーチャルな製造ラインを
構築した。

結果：
3DEXPERIENCE SOLIDWORKSと3DEXPERIENCE 
DELMIAの組み合わせにより、モデル設計の段階で
ロボットの動きを見られるようになり、設計への
フィードバックが行える。



設計段階でロボットの動きを反映
「私は、SOLIDWORKSを使ってロボットの搬送設備などの
機械設計を担当しています。

以前は、モデル設計とロボット動作のシミュレーションは
別物という感じでしたが、SOLIDWORKSと3DEXPERIENCE 
DELMIA を組み合わせて、モデル設計の段階でロボットの動
きが見えるようになりました。静止状態や2Dではわからな
い問題点も3Dでは見つけられるので、手戻りが少なくなり
ました。フロントローディングの考え方を業務プロセスに
組み込み、早い時点で問題を解決していきたいと思います」

SOLIDWORKSで機械設計

「モデル設計とロボット 
シミュレーションが連携し、
相互に検証できます」

-株式会社豊電子工業 SI技術部 
加工技術開発室　榊原氏

3DEXPERIENCE “Collaborative Designer for 
SOLIDWORKS”でデータ保存
3DEXPERIENCE DELMIAでロボットの動作
を検証

「実際のラインにある制約条
件を再現して、溶接ロボット
の動きを可視化しています」

-株式会社豊電子工業 SI技術部 
新技術検証室　大竹氏

製造ラインをバーチャル空間に再現して動作を確認
「私は、新規の案件をバーチャル空間で設計して、動作状
態、干渉などを検証する業務を担当しています。

ロボット単体の動きはロボットシミュレーターで見ること
ができますが、製造ラインの動作としては、治具や自動搬
送装置などの設備がロボットと協調して動作するかを検証
する必要があります。

ロボットの動作についても、溶接ロボットで言えば、実際
に溶接するポイントにロボットが入れるかどうかも確認し
なければなりません。治具やケーブルが邪魔にならないか
を見る必要があります。製造ラインをバーチャル空間に再
現し、3Dで見ることで、正しく動作することを検証できる
ようになりました」

3DEXPERIENCE DELIMIAで自動搬送装置の
動作を検証

3DEXPERIENCEに期待すること
現在は社内の拠点間でデータ連携を行っているが、これを
お客様のサイトにまで広げたいと、松尾氏は語る。

「先ほどお話しした、展示会でのロボット立ち上げのよう
に、離れた拠点間でのデータ連携をすることで大きなメリ
ットが生まれます。今は、社内の拠点間での連携にとどま
っていますが、これをお客様と連携できるようになると、

「複数拠点でデータ連携する
ことで、共同設計、リモート
メンテナンスなどさまざまな
可能性が見えてきます」

-株式会社豊電子工業 SI技術部 
加工技術開発室 兼  

エアロ・スペースPJ 主担当員　松尾氏



ダッソー・システムズについて
ダッソー・システムズは3DEXPERIENCE®カンパニーとして人類の進歩を促す役割を担い、企業や個人のお客様に対して、持続可能なイノベー
ションを実現するためのバーチャル コラボレーション環境を提供しています。当社のお客様は、3DEXPERIENCEプラットフォームとアプリケー
ションを用いて現実世界のバーチャルツイン・エクスペリエンスを生み出すことで、製品やサービスの創出、製造、ライフサイクルマネジメン
トのプロセスを再定義できるので、世界をより持続可能にするために意義のある影響をもたらすことができます。また、ダッソー・システムズ
はお客様と共に、消費者や患者、市民など全ての人々のために、人間中心の経済活動であるエクスペリエンス・エコノミーを推進しています。 
ダッソー・システムズは150ヵ国以上、あらゆる規模、業種の30万を超えるお客様に価値を提供しています。より詳細な情報はホームページ、 
https://www.3ds.com/ja（日本語）、https://www.3ds.com（英語）をご参照ください。

ダッソー・システムズ株式会社 
SOLIDWORKS 事業
東京本社
+81-3-4321-3600
SOLIDWORKS.JP.Info@3ds.com
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アメリカ大陸
Dassault Systèmes SolidWorks 
Corporation 175 Wyman 
Street Waltham, MA 02451 
USA+1 781 810 5011
generalinfo@solidworks.com

アジア - 太平洋
ダッソー・システムズ株式会社
〒 141-6020 
東京都品川区大崎 2-1-1
ThinkPark Tower

バーチャル空間での動作確認、共同開発が可能になります
し、お客様にも3DEXPERIENCEの環境を持っていただければ
構築した製造ラインをリアルタイムで監視し、リモートメ
ンテナンスも可能になると考えています。

3DEXPERIENCEのデータ連携を拡張することでいろいろな可
能性が見えてきますが、同時に重要になるのがセキュリテ
ィです。安心してデータ連携を使った仕事に集中できるよ
うにしていただきたいですね」

3DEXPERIENCEを導入検討されている方へ
「デジタルツイン、バーチャルコミッショニングといっ
た、バーチャル空間を使う動きは今後ますます加速していく
でしょう。そのために必要なのは、精度の高い3Dデータで
す。建物で言えば基礎にあたる部分なので、ここをおろそか
にすると後工程が不安定になってしまいます。しっかりした
3Dデータがあれば、活用する方法は豊富に用意されている
ので、ニーズに合ったソリューションが構築できます」

あらゆる業界の製造ラインに向けて、お客様の要望を反映
した自動化システムを提案できるのが豊電子の強みであ
り、DXはそれをさらにドライブすると、盛田社長は語る。

バーチャルの製造ラインを実機に接続

「DXは、世界No.1のシステ
ムエンジニアリングメーカー
を目指す弊社にとって不可欠
のプロセスです」

-株式会社豊電子工業 代表取締役社長 
盛田高史氏

さまざまな業界・国と接点を持ち、新しいものづくり
手法を提案する
「弊社は、創業以来培ってきたメカトロニクス技術を基盤
として、自動車、航空機、物流、建設機械など、幅広い業
界での一貫製作ラインを構築してきました。

今、私たちは2つの転換点に向き合っています。ひとつ目は
あらゆる場面でのDX化、ふたつ目は自動車のEV化に伴う新
しいものづくり手法です。

製造ラインはリアルな世界でのものづくりを行いますが、
製造ラインの構築にはDXの力を活用しています。バーチャ
ル空間に製造ラインを構築するデジタルツイン技術を活用
し、製造ラインの動作を検証するバーチャルコミッショニ
ングを実現しています。

設計、組立、保守などの部署がデータ連携して効率化を進
めると同時に、海外拠点とのコミュニケーション、データ
連携も進めていきたいと思います。

また、お客様の製造ラインの稼働データをモニタリングし
て、リモートでメンテナンスできれば、特に海外のお客様
にとって大きなメリットを提供できると考えています」

幅広い業界の製造ラインを自動化する豊電子にとって、バ
ーチャル空間でさまざまな条件を変えながら動作検証する
ことは不可欠だ。今後、さらにデジタルツイン技術、新し
いものづくり手法へと挑戦は続いていく。3DEXPERIENCE
は、今後もその挑戦の中核を担い続けるだろう。

※文中の3DEXPERIENCEの画面は、プロモーション用に作成したものです。

ユーザー連絡先

株式会社豊電子工業
〒448-8533
愛知県刈谷市一ツ木町5丁目12番地9
（本社/第1・第2工場、事務棟）
電話番号：0566-23-2301（総務・配電営業）
FAX：0566-23-3156
https://www.ytk-e.com/


